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豆類種良。吸水戒象と組織構進
武庫川女丿大象政　〇－汲　功

　　　　　　　　　　福田　満

上中蚕紀3･　高岡美岸5　ぬ尾康s、

　目的　s-・)湯漬･ 吸水は，隻蕪吝調理・加i,する上で極あ1 大in な基本操作?■あ･9. 聖

くT軟密な樽造め3薫を膨潤・軟もさせるのに役i. 。7 I >る。レかレ. 豆頻。吸水速度,3

豆<r>稜類i: ょっマ漕レく異なり, 隻－7,はダイX' は急ヽ速?･あるが。フズ寺,i かな£'}it.い。

この原因。一つ.i，種良。組織牌造・相違に善づヽくものと考えられる. t こ7･。種の組

織構造t 吸水乙・関係き明らか＼でするため，吸水時r. おりる種友・膨潤択気を鋼ぐるとと

i It,穫皮の構逓,1つｕマ紐繊郵りに蹟討しr-.

　か

・ﾀﾄ径変ｲもおよびヽ竣良。絢潤状気之経時的,て詞べた。まre, 種^，臍なご・各部気,'.歯科

用印象剤き塗布レマ封印債，永,り憂遣レ7 吸水状柘を観察しμ。槽皮. 雅瘤など｀。組織切

片。乗色白よ,スダンＩ ・l＼l;昆冶液，オA ミウム酸プフチ>レアミン試素などき用,ヽ，走査

電顕iこよる鰻集もあ,わttマ行な。r-。

　結果　吸水時における槽友。膨角状気および印象剤t吊い紅封印爽験。結果よ'). S類

の吸幻り- ンを9■'^ ズ型, 中哨型あヽよμ‘ヽアχ｀そ型Oi5､つに大Mレre夕･■/! ズ型は主とし

て種皮がs ぼ発面から急iiit 吸水,t るが，アズ寺型｡は痩瘤から徐々に吸水レマ槽友全面,-.

締行する。こ・)戒｡象が丿ﾉiｽヽ｀K了ズヽそ。吸水,建戻が葦レ(果なる－aと考えり･る。7 ヌ."

キ種瘤,中表lt 存在する樅型細胞鮮。下面にはl;

性脂質と推定5れる脂質が集中的,:含有，ill ＼,･sいK £見出レ, :'・,脂隻。存在がヽアス･

キ特有の吸水機構にかなり大きCi影響をキえいヽるも・)k 考察レた。
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ツIレマノ( 7イだの對'i-裡？の水瓦昶穆棟。雇tp迪捗
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　0り　ヅ･レ‘゛ε〉゛CG'lycinesりa.SlZB. a.-ndZucc) a 素-7 y'ｱ一孝^リヽ<雁布・い｀ろダイ

ズ( Q･hciK≪.勿L＆x(L.)鴨eruLL) の塞緑野多穆であ') ,ﾀﾞ）ｽﾞ' のﾉf(-^t H,々<べれて，ヽみ. ツ

･ﾚ々ハ> ず函, シベリア，0わこ殯．在でりしウれ. りざ圈で" iJ痢れ尹|，ヽ多摩-yヽ灸怖の山對
μ
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臼まレで，ヽ7) . 募逍･，福持系<n 鳥才，f!希々ヽい.レマi v譜琲ぐれ，＼ 作もり巴りも嫉,ヽ

いハレマハ,擢良いぺろま甥，り*･レtパ，斧釈心j ^yIレ四の鋼が^ と．レで募t陥

・i ^胤芹鐸%''

方捧　灯陳府f f゛/ﾘｱわﾏ載碓レ仁仙レ叩巻彩煉棟，冷かケで休存レ，びり芙験に

用Xヽ侭。ヽｿ1レマi をが～俘゛(^で卯杷時間^伊, 抑が, μダ, 即ゲで水為レV^. 水i-,ヽ/lレマ

メの吸水篠昶飛薦-g.冽足1 ろ¥.^･むら　ダンハ゜7 f a んj,痛<6捧S禰べ糎。AJ･鴻f6沸･フ

ベブシンー/--* ンフレ-マケ^ ■≪-哨,ヽで村い，絹ｲ吋則り･タア/,^' 7 鳶丿鮮考%求め§･　条仁，

水為ツ,レマメのト■] グンy - ･( ンンﾀ一沸捗^廓足レ＼■>。ぐい-,＼く,為ヅ,レマメ'i秘煉・

匯暗黙剱錬，か諌の蚤祗ぞダン/ヽ' ア嘔t梱かレ，タンi< 7 t ･･東修状慈ヽむ鋼べ卜

　絲摩　ヅ,・マメ，j ﾀ）ｽﾞ≒･寮,りり, 梯藻で･J眼水考が極めt 依ヽヽr-*),水涙脚潤μ犀を

行ijﾜずI' 直練節嶮恥で郊島t行7 怪。御熟卯剪後略水･t I? vc,んゞ゛終3レ, μ唇錬匹x-n飛泉

＼fI?!?"- 足値りで体下し怪・　打こトリフ’->ンーインシじ｀ダー賂性も卯伊棟りj 大仰砥硝

%レ仁。タンノヽ･7質り乖雌幸･り口熱時rS＼ I'応例べ^t卯t ホレひ。タx/ヽごタ噴のんつ=,蹟ｲ6

剰りいりりり熟稜- 旦増isロレx<-が，即勧を之いこ陳,ﾌﾞうい'S ^6秀If 'i

1･｀レびが丿脱脂だ理練絹'l^ S 行う乙, 洲itぞほ疎時自作^芦-^ftヽレrシ。


